
第
一
八
〇
回
拡
大
中
央
委
員
会
が
一
月

二
十
九
日
、
新
橋
交
通
ビ
ル
で
開
催
し
当

面
す
る
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
・
春
闘
・
安
全

問
題
・組
織
拡
大
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
つ

い
て
議
論
し
、
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

中
央
委
員
は
、
三
〇
名
中
二
十
九
名
の

出
席
を
確
認
し
委
員
会
が
成
立
し
た
こ
と

が
執
行
部
か
ら
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

全
体
的
に

闘
い
を
や
り
き
る

田
中
副
委
員
長
は
、
開
会
あ
い
さ
つ
で

「今
拡
大
中
央
委
員
会
で
、
春
闘
で
の
闘
い
・

諸
課
題
に
つ
い
て
全
体
の
意
思
統
一
を
図

る
。
定
昇
・
賃
上
げ
を
維
持
し
て
い
く
、
今

春
闘
は
、
労
働
組
合
の
尊
厳
に
か
か
わ
る

闘
い
に
な
る
。
職
場
で
の
組
織
拡
大
は
大

き
く
前
進
し
て
い
る
、
職
場
要
求
を
掲
げ
、

闘
い
の
流
れ
を
変
え
る
。
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件

の
闘
い
は
二
十
四
年
を
超
え
さ
せ
な
い
闘

い
に
し
て
い
く
。
今
ま
で
の
闘
い
の
到
達
点

を
生
か
し
、
全
体
的
に
闘
い
を
や
り
き
ろ

う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

十
四
名
が
発
言

議
長
団
は
、
盛
岡
地
本
の
佐
々
木
委
員

と
近
畿
地
本
の
坂
本
委
員
が
、
選
出
さ
れ

そ
の
後
、
高
橋
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

討
論
で
は
十
四
名
の
委
員
か
ら
発
言
が

あ
り
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
に
つ
い
て
、
意
見

が
集
中
、
地
方
・中
央
が
一
体
と
な
り
四
者

四
団
体
の
団
結
を
一
層
固
め
よ
う
。
２
・
１

６
中
央
集
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
。

そ
し
て
、
職
場
の
闘
い
の
報
告
や
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
（
詳
し
く
は
、
次
号
で
記
載
し

ま
す
）。

十
一
時
に
開
会
し
た
拡
大
中
央
委
員

会
は
、
日
程
ど
う
り
十
六
時
で
終
了
し

最
後
に
、
高
橋
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
で
終
了
し
ま
し
た
。
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国
鉄
新
潟

ＪＲ不採用問題
本年１月13日に1047問題の解決に向けて政府・国交省担

当者との間で協議を行い、政府・与党としての解決に向け

た考え方が議論され、早期に問題の解決をめざすことを確

認したことが伝えられ、1月25日、政府・与党3党に「当事

者が路頭に迷わない解決」要求の提出と説明を行った。

参議院予算委員会でも、公明党議員の質問に対し、鳩山

総理、前原大臣がいずれも「政党間協議が行われているが、

政府として何らかの対応策を講じたい」と言明した。野党

を含む全会派の政治的合意形成は整った。

すべての国労組織・機関において解決の出口に向かう万

全の態勢を整え、持てる力を総結集し、来る2月16日の中

央集会を政治解決の実現に連なる集会へと押上げ、解決を

掴み取ることを意思統一したい。

あいさつの中では、会社の社会的責任・信濃川取水問題

や福知山線事故調報告書漏洩問題など上げ、安全・安定輸

送確立する上から、国労は「主張すべきは主張する」とい

う日常の組合活動を通じてＪＲ会社に対し、問題提起をし

ながら利用者に信頼され、健全な企業の発展をめざす取り

組みを集中する。

整備新幹線・並行在来線の提言を提起、国労は一貫して

住民の足の確保に全力をあげ、自由競争原理から脱却し総

合交通体系の確立を求めて運動を展開する。

組織の強化・拡大は、すべての運動の出発点。全職場か

ら拡大・強化運動の実践を大胆かつ積極的に取り組んでい

くことによって、私たちの運動の正しさに確信を深め、全

組合員の手で組織の展望を作り上げる。

今春闘 企業内交渉で解決できない課題は改めて交運労

協などとも連携を深めながら、企業・産別を超えた共通課

題として行政との間における制度政策要求として取り組ま

なければならない。本部は、産別の要求実態等を視野に置

きながら統一要求を重視し、本委員会方針で今春闘におけ

る統一賃上げ要求額を５千円と決定し提案した。

契約社員、パート社員など非正規雇用者の労働条件改善

正社員への登用に取り組むことと合わせて今春闘を全力で

闘い抜くことを確認しあいたい。

今年は1047名問題の政治解決を成し遂げる年にしなけれ

ばならない。全国の支援の仲間とともに、一致結束して解

決を掴み取るためすべての機関・組合員・家族が一丸となっ

て、持てる力を挙げ奮闘することを訴える。

昨
秋
以
降
の
急
激
な
景
気
悪
化
を

口
実
に
し
て
、
大
手
製
造
の
各
社
が

「
派
遣
切
り
」
、
「
期
間
工
切
り
」

な
ど
の
非
正
規
労
働
者
の
切
捨
て
を

強
行
し
ま
し
た
。

企
業
の
身
勝
手
な
振
る
舞
い
に
対

し
て
、
労
働
者
・
労
働
組
合
の
闘
い

が
全
国
的
に
広
が
り
ま
し
た
。
労
働

契
約
法
や
厚
生
労
働
省
の
指
針
な
ど

も
活
用
し
て
、
裁
判
闘
争
、
労
働
局

申
告
、
団
体
交
渉
な
ど
で
解
雇
の
違

法
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
運
動
の
結
果
、
政
府
に

派
遣
指
針
の
改
定
を
実
施
さ
せ
ま
し

た
。大

企
業
に
対
し
て
き
ち
ん
と
雇
用

責
任
を
果
す
よ
う
声
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。派

遣
工
切
り
・
期
間
工
切
り

や
め
ろ
！



私
学
争
議
団
を
励
ま
し
闘
い
の
勝
利
を

め
ざ
す
つ
ど
い
が
、
一
月
二
十
三
日
十
六

時
四
十
五
分
か
ら
、
新
潟
市
ほ
ん
ぽ
ー
と

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

に
い
が
た
私
学
支
援
共
闘
会
議
の
２
０

０
９
年
次
総
会
と
不
当
解
雇
で
闘
っ
て
い

る
労
働
組
合
や
私
学
争
議
団
の
闘
い
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
新
潟
県
内
各
地
か
ら
一
〇
〇

名
を
超
え
る
労
働
組
合
、
民
主
団
体
な
ど

多
く
の
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。

谷
会
長
は
開
会
あ
い
さ
つ
で
「
現
在
闘
っ

て
い
る
争
議
で
は
、
一
勝
一
敗
の
か
た
ち

に
な
っ
た
。
単
純
に
そ
う
で
は
な
い
と
思

う
。
闘
い
は
裁
判
に
依
存
し
た
り
、
中
労

委
に
寄
り
か
か
っ
て
闘
う
も
の
で
は
な
い
。

私
た
ち
の
闘
い
を
切
り
開
い
て
、
闘
っ
て

い
く
も
の
だ
。
大
那
さ
ん
の
判
決
は
不
当

な
判
決
に
な
っ
た
が
、
判
決
内
容
か
ら
学

校
側
の
管
理
体
制
の
不
備
を
明
確
に
指
摘

す
る
踏
み
込
ん
だ
中
味
だ
っ
た
。
一
歩
も

二
歩
も
進
ん
で
い
る
と
考
え
る
。
結
果
を

ど
う
職
場
の
中
で
持
ち
込
み
、
職
場
を
変

え
て
い
く
か
が
闘
い
だ
。

帝
京
高
校
の
闘
い
は
、
組
合
側
の
全
面

勝
利
と
い
え
る
救
済
命
令
が
交
付
さ
れ
た
。

し
か
し
学
校
側
は
、
す
ぐ
に
中
労
委
へ
上

げ
た
。
学
校
側
は
、
勝
敗
で
は
な
く
組
合

の
弱
体
化
が
目
的
だ
。
組
合
は
地
労
委
で

勝
利
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
人
で
も
組

合
員
を
拡
大
し
団
結
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

私
学
争
議
団
か
ら
は
、
闘
っ
て
い
る
大

那
さ
ん
・
赤
井
さ
ん
・
山
田
さ
ん
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
、
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

★
最
後
ま
で
心
を
折
ら
ず
に
闘
っ
て
こ

れ
た
。
支
え
て
く
れ
る
仲
間
の
多
さ
、
あ

り
が
た
さ
を
感
じ
た
。
や
り
き
れ
た
こ
と

多
く
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
。

第
一
八
〇
回
拡
大
中
央
委
員
会
の
記
事

を
次
号
も
特
集
し
ま
す
。
後
日
、
国
鉄
新

聞
で
詳
細
に
わ
た
り
報
告
さ
れ
ま
す
。

な
か
な
か
全
体
の
内
容
を
記
載
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
次
号
は
、
委
員
の
発
言
内
容
な
ど

企
画
す
る
予
定
で
す
。

地
本
機
関
紙
講
座
の
参
加
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
情
報
宣
伝
な

ど
重
要
と
考
え
ま
す
。
分
会
・
支
部
か
ら

ぜ
ひ
機
関
紙
の
発
行
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

機
関
紙
の
企
画
・
編
集
は
、
一
人
で
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
全
体
で
企
画
・
編

集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
て
い

★
こ
れ
か
ら
証
人
尋
問
で
す
。
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
。

★
山
場
だ
と
言
え
る
が
、
先
が
見
え
な

い
。
ぜ
ひ
勝
ち
た
い
。
カ
ン
パ
・
物
販
も

お
願
い
し
ま
す
。

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
、
新
潟
地
裁
で
の
裁
判
闘
争
や
中
労

委
で
の
闘
い
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
多
く
の

組
合
員
の
ご
支
援
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

き
ま
す
。

機
関
紙
の
発
行
は
大
変
な
作
業
で
す
。

教
宣
担
当
者
ひ
と
り
で
の
、
編
集
・
企
画

は
大
変
な
作
業
だ
と
思
い
ま
す
。

な
ん
と
か
、
複
数
で
編
集
体
制
を
確
立

し
て
職
場
か
ら
機
関
紙
の
発
行
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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高千の里・不当解雇撤回の闘い 菊池さん

解雇された、菊池さんは、佐渡市の福祉法人のケアーマネージャとし

て勤務している。臨時職員のパラハラの攻撃・雇い止めがあって、その

闘いを進めていた。そのことで一方的に解雇された。地裁で昨年11月17

日に勝利判決が出されたが、施設側は控訴した。これからは、闘いは東

京高裁へ進んでいく。現場の状況を変える働きかけをしているが難しい

状況だ。しかし、これから活動を強めていく。東京高裁へのハガキ行動

を、県労連や農協労組など、要請し全体で取り組んでいく。支援を広げ

ることによって、当事者を励ましていく活動になっていく。安心して働

き続けていける職場をめざしていくため一緒にがんばっていこう。

ダイワハウス工業・不当解雇ならびに
パワハラ撤回の闘い 吉田さん

吉田さんは新潟支店に勤務し、社員数は150名。勤続18年で、出産など

あり、毎日厳しい生活の中だが勤務していた。配転してきた上司からパ

ワハラを受けた。①業務量の過剰・兼務などさせられ、仕事が増え残業

が多くなった。②今度は、今の業務量で残業を減らせと言ってきた。③

その次は、机の配置を変えさせられ孤立させた。ひとりだけの課を新設

し雑用だけの業務内容となった。仕事を与えない、社員の集まりなど参

加させない。④そして、年休取得の制限・圧力をかけた。

賃金差別、ボーナスの減額があった。本社へ相談しても、問題ないと

言われた。まったく問題が解決されないので、県労連へ相談し県労連ユ

ニオンに加盟した。団交を２回行ったが、そのつど会社側の回答が違っ

て状況が進展しなかった。その後、就業規則による懲戒解雇が言い渡さ

れた。不当解雇撤回に向けてがんばっていく決意だ。


